
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年：第 1 学年 コース

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

①私たちの生活環境と眼
②ヒトの生命活動と健康の維持
③ヒトの生命現象とDNA

【知識・技能】
ヒトの生命活動についての知識を身に着けている。
【思考・判断・表現】
図の読み取りを通してDNAの構造を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
ヒトの生命活動について興味を持ち生物としてヒトは
どのような仕組みがあるか学習しようとしている。
与えられた課題に取り組んでいる。

○ ○

定期考査 ○ ○

①生活の中のさまざまな物質
②金属
③プラスチック
④セラミック
⑤リサイクル

【知識・技能】
すべての物質は元素からできていること、および原子
やその構造についての知識を身に着けている。
【思考・判断・表現】
身の回りの物質がどのような特徴があり性質を持つか
理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
私たちの生活に役立っている金属・プラスチック・セ
ラミックスについて，どのような性質が製品として利
用されているかを学び，さらによりよい生活のために
改良すべき点はないか意欲的に学習している。
与えられた課題に取り組んでいる。

○ ○

1

第3章　生命の化学
第1節　人の生命現象
【知識及び技能】
ヒトの生命活動についての知識を身に
着けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
図の読み取りを通してDNAの構造を理
解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
ヒトの生命活動について興味を持ち生
物としてヒトはどのような仕組みがあ
るか学習しようとさせる。

○

1

○

8

定期考査 ○

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

科学と人間生活

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身
に付けるようにする

○ 8

配当
時数

 第１章　科学技術と発展
【知識及び技能】
科学が科学技術の発展に必要であり、
どのように活用しているか知識を身に
着けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
科学の発展と人間生活の関係について
理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
科学の発展の歴史に興味をもち，人間
生活を支える技術が科学とどのように
関わり合って発展してきたか，意欲的
に学習しようとさせる。

①科学と技術の始まり
②海（深海）
③土（農業）
全内容を通してプリントやデジタル
教材を用いる。

【知識・技能】
科学が科学技術の発展に必要であり、どのように活用
しているか知識を身に着けている。
【思考・判断・表現】　　　　　　　　　　　　科学
の発展と人間生活の関係について理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
科学の発展の歴史に興味をもち，人間生活を支える技
術が科学とどのように関わり合って発展してきたか，
意欲的に学習しようとしている。    　与えられた課
題に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

第２章　物質と科学
第１節　材料とその再利用
【知識及び技能】
すべての物質は元素からできているこ
と、および原子やその構造についての
知識を身に着けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
身の回りの物質がどのような特徴があ
り性質を持つか理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
私たちの生活に役立っている金属・プ
ラスチック・セラミックスについて，
どのような性質が製品として利用され
ているかを学び，さらによりよい生活
のために改良すべき点はないか意欲的
に学習しようとさせる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

自然の事物・現象に進んでかかわり，科学的に
探究しようとする態度が養われている。
自然の原理・法則や科学技術の発展と人間生活
とのかかわりについて社会が発展するための基
盤となる科学に対する興味・関心を高めてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 科学と人間生活

自然と人間生活とのかかわりおよび科学技術と人
間生活とのかかわりについて理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な観察・実験な
どに関する技能を身に付けている。

人間生活と関連のある自然の事物や現象の中に問題を
見出し，見通しをもって実験・観察・調査などを行う
とともに，ものごとを実証的・論理的に考察したり分
析したりすることにより，総合的に判断し，それを表
現することができる。

１
学
期

理科 科学と人間生活 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

科人702　科学と人間生活

理科

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。



定期考査
〇

第4章　光や熱の科学
第1節　熱の性質とその利用
【知識及び技能】
温度を上昇させるためにどのくらいの
熱量が必要か求めることができるよう
にさせる。
【思考力、判断力、表現力】
熱は物質が持つものではなく温度の違
うもの同士を接触させたときに移動す
る量であることを理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
熱やエネルギーについて興味をもち、
熱やエネルギーを利用した技術にはど
のようなものがあるか学習しようとさ
せる。

①熱
②熱の発生
③エネルギーの変換と利用

【知識・技能】　　　　　　　　　　　　　　　温度
を上昇させるためにどのくらいの熱量が必要か求める
ことができる。　　　　　　　　　　【思考・判断・
表現】　　　　　　　　　　　　熱は物質が持つもの
ではなく温度の違うもの同士を接触させたときに移動
する量であることを理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】　　　　　　　熱や
エネルギーについて興味をもち、熱やエネルギーを利
用した技術にはどのようなものがあるか学習しようと
している。　　　　　　　　　　　与えられた課題に
取り組んでいる。

〇 〇

1

第6章　これからの科学と人間生活
【知識及び技能】
課題研究を通してレポートの書き方を
学習させる。
【思考力、判断力、表現力】
これまでの学習を通してどのような科
学がこれから必要か理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
科学に興味をもちこれからは何が必要
か学習しようとさせる。

〇 14

第5章　宇宙や地球の科学
第1節　太陽と地球
【知識及び技能】
太陽や星の天球上の日周運動や年周運
動を，地球の自転運動と公転運動につ
いての知識を身に着けさせる。
【思考力、判断力、表現力】
天体と私たちの人間生活がどのような
関係があるか理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
宇宙や地球について興味をもち、今の
暦や時間がどのような関係があるか学
習しようとさせる。

①太陽毛の天体と人間生活
②潮汐と人間生活
③太陽の放射エネルギー

【知識、技能】　　　　　　　　　　　　　　　太陽
や星の天球上の日周運動や年周運動を，地球の自転運
動と公転運動についての知識を身に着けている。
【思考・判断・表現】　　　　　　　　　　　　天体
と私たちの人間生活がどのような関係があるか理解し
ている。　　　　　　　　　　　　　　【主体的に学
習に取り組む態度】　　　　　　　宇宙や地球につい
て興味をもち、今の暦や時間がどのような関係がある
か学習しようとしている。与えられた課題に取り組ん
でいる。 〇 〇 〇 12

①これからの科学・技術と人間生活
②課題研究

【知識・技能】　　　　　　　　　　　　　　　課題
研究を通してレポートの書き方を学習している。
【思考・判断・表現】　　　　　　　　　　　　これ
までの学習を通してどのような科学がこれから必要か
理解している。　　　　　　　　　　　【主体的に学
習に取り組む態度】　　　　　　　科学に興味をもち
これからは何が必要か学習している。
与えられた課題に取り組んでいる。 〇 〇 〇

２
学
期

定期考査 〇 1

1

17

３
学
期

定期考査

〇 合計

70


